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ee--TReXTReXとは？とは？

運送会社ではない

運送される貨物と運送するスペースが売買取

引される市場を運営する企業である

運賃相場・物量データ等の物流情報を提供す

る企業である
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ビジョン

「e-ロジスティクス市場」のオーガナイザー
●物流サイバー市場運営

●物流企業信用・格付け情報提供

●トラック輸送市場相場情報提供

ロジスティクス情報サービスを提供ロジスティクス情報サービスを提供

日本のロジスティクスのレベルアップ

●荷主・物流企業の経営効率向上
●物流業界の発展と社会的地位向上
●環境問題への対応

物流市場の活性化

レバレッジ レバレッジ

物流ビックバン
規制撤廃
誘発

　ビジネスの
ｅ-化
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サービスの概要

3PL、LTL、
フォワーダ等の
フォワーダ

LTL、TL等の

キャリア

インターネット

会員企業
スペースバイヤー スペースセラー

e-TReXのサービス

・ネット市場の運営

- スペースバイヤー市場

- スペースセラー市場

・会員サービス

- ベーシック　ｻｰﾋﾞｽ

- フル　ｻｰﾋﾞｽ

- カスタム　ｻｰﾋﾞｽ

・会員へのシステム導入支援

・情報提供サービス、等

e-TReX の位置付け
・貨物の情報マッチング
・会員資格審査

・契約母体

・システム開発/運営/保守

情報仲介・
運営会社

e-TReX

荷主

3PL：サードパーティ・ロジスティクス

LTL：混載輸送企業

T  L：貸切輸送企業
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会社設立の背景：e-化による物流高度化のインパクト

物流業界の利益は、 e-化により10年で約9倍に増加

36,000
42,900

55,500

13,000

34,000

7,500

35,500

67,500

13,100

26,500

50,800

13,400
17,700

24,400

4,500
11,500

16,000

-24,000

自動車

19% 54%

N.A.

N.A. 370% 800%
102% 288% 32% 82%

金　融 物　流 ヘルスケア 電　機 小売り（コンビニ）

160% 270%

現状**

2001～2003
2003～2008

（億円;利益ベース　*/年間）

*営業利益 (ただし、金融機関は経常利益)
**物流・小売りは1995年、自動車・電機は96年、金融・ヘルスケアは97年の数字 資料:ＩPRプロジェクトマッキンゼー分析
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会社設立の背景：ターゲット市場の位置付け

■ GDPの約10%が物流コスト＊；その6割がトラック関連

専業者物流 企業内物流

*ここでの物流コストとは荷主が物流の為に支払う費用の意味

**荷役、倉庫管理、設備費等の業務コストの他に金利コスト、陳腐化によるプライスダウンも加味して計上

荷主費用
合計 25.8兆円

　

26.4兆円
　

8.4

1.0

1.1

0.3

0.1

0.3

0.1

12.3

3.2

0.2

0.2

1.6
4.9

2.4

0.2

船　舶

保　管**

付帯業務

物流管理

トラック

（兆円） 専業者のマージン

15.9

専業者物流、企業内物流
ともにトラック輸送コストの
割合が大きく、全体の60% 
近くを占める

鉄　道

航　空

郵　便

国内物流コストの約50兆円
のうち半分程度が企業内
物流コスト

資料:日本ロジスティクスシステム協会
マッキンゼー分析
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会社設立の背景： e-TReXが生み出す市場効果

サプライ・チェーン・
マネジメント

1.1 2.2 5～10年後

ターゲット市場
項　目 内　容

通産省・慶応大学・マッキンゼーによるIPRプロジェクトではe-TReXのターゲット市場
規模は約1.1～2.2兆円 （EVAベース、出所：マッキンゼーIPR Project）

1.1

3～5年後
‐物流需要予測、適正、配車計画、 BtoB
マーケットプレースによる実働率・実車率
を向上させ、アセット削減

‐届け先、荷主との連携による最適スケジュー
リング実現、アイドルタイムの現象 0.6 1.0

‐高度な運行管理、指示体制を確立、顧客
満足度をあげプライス維持 0.1 0.6

企業対ユーザー間**

マーケットプレイス
‐バーチャル市場でのキャパシティ取引によ
る、荷主のコンポーネント調達費用の削減 0.1 0.6

統合カスタマー・
マネジメント

‐荷主・届け先とのインターフェースの自動化に
よる対応コスト削減とCRMに元づく収益増 0.03 0.1

バリュー・ベース・
マネジメント

‐カテゴリー別輸送原価把握によるリソース
最適配分の実現、ビジネスプロセスの改善
に活用

‐E化により効率化した事業者へのアウト
ソース進行

企業内物流の外部化

N.A.

1.0 2.1

3.0 6.6合計
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価格動向

入札者

ネット市場の運営
（e-TReXのオークション市場とその特性）

¥ UP ¥ DOWN

荷主・フォワーダ・ＬＴＬ
（スペースバイヤー）

●スペースバイヤー市場
(貨物先導)

キャリア
（スペースセラー）

●スペースセラー市場
(スペース先導)
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ネット市場の運営

e-TReXが開発・運営する2種類のネット・オークション市場

①スペースセラーが空きスペースを提示

②スペースバイヤー（複数可）は名乗りを

　あげ交渉権を得た後、一定のプロセス

　を経て契約成立・不成立

③候補となるスペースバイヤーがいない

　場合は商談不成立

市場

項目

　　
　
①スペースバイヤーがスペース購入希望
　価格を、その他の条件と共に提示

②スペースセラー（複数可）は名乗りを

　あげ交渉権を得た後、一定のプロセス

　を経て契約成立・不成立

③候補となるスペースセラーがいない

　場合は商談不成立

オークションの方法

スペースセラー
市場

スペースバイヤー
市場

「スペース」を保有し、
且つ輸送貨物を必要
とする会員主体

「貨物」を保有し、
且つ輸送スペースを
必要とする会員主体

24時間

24時間

キャリア、トラッ
クを有する
フォワーダ

営業時間
（ｼｽﾃﾑﾒﾝﾃ時は除く）

主　体 会　員

荷主、フォワーダ
（3PL、LTL等）
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ネット市場の運営
（スペースバイヤー市場でのオークション例）

価格が上がるオークション 24 Hours
①スペースバイヤーX 
-From A to B
-重さ
-サイズ
-ピックアップ／配送時間
-パレット／バラ
-応答待可能時間：1hに設定
-希望価格：¥100K

3:00PM 4:00PM 5:00PM 6:00PM

×

◎Yes

Yes

Yes

No

No

No

<done>

<done>

スペース
セラーA

スペース
セラーB

スペース
セラーC

スペース
バイヤーX

スペース
バイヤーX

¥140K

¥120K

◎
<done>

¥140K

スペース
バイヤーX

①

①

③

②

②

③ ◎

If Yes

◇

If Yes

◇

If Yes

◇
交渉権

交渉権

交渉権

②スペースバイヤーX 
-From A to B
-重さ
-サイズ
-ピックアップ／配送時間
-パレット／バラ
-応答待可能時間：1hに設定
-希望価格：¥120K

¥100K

¥100K

③スペースバイヤーX 
-From A to B
-重さ
-サイズ
-ピックアップ／配送時間
-パレット／バラ
-応答待可能時間：1hに設定
-希望価格：¥140K

¥120K

交渉不成立
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参加企業への価値提案：荷主・フォワーダ向け

輸送効率化による収益改善（一般的な運賃モデル）

区域運賃

従来の運賃ライン
（特積～区域）

荷主からみた新運賃ライン
（特積～ e-TReX～区域）

物量に連動した運賃ライン

(a) 

(a)

<e-TReX のターゲット>

(a) = 「従来の運賃ライン」－「e-TReXの想定運賃ライン」
　　　　⇒ 物流費の削減
　　　　 物量に見合った物流費の管理

運　賃

特積運賃

大 型 車
貸切運賃

e-TReXの想定
運賃ライン

積 載 量

0.0ｔ 2.5ｔ 5.0ｔ 7.5ｔ 10.0ｔ
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参加企業への価値提案：キャリア向け

　ネット取引による営業効率
の向上で得られる変動費減

取扱い貨物の増加による収益拡大（一般的なモデル）

100%0% 積 載 率

固定費

e-TReXでの変動費

TL／LTLのトン当り収入
収
入
／
ト
ン

積載率のアップ（ e-TReXの
場を通じた貨物の成約増）

従来の変
動費

平均積載率

変動比率が変
わらないときの収入増

②積載率向上による
固定費率削減

①　e-TReX市場を
使用した場合の
利益

e-TReXの想定運賃ラインに基づく収入

Net Profit
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参加企業への価値提案：キャリア向け(支払い･決済代行）

e-TReXでは、会員企業に対し支払・決済代行機能を提供する

　　　－ ファクタリング、エスクローなど、最先端ＦＴを駆使して、ユーザーの支払条件

　　　　 のオプションを広く用意する

e-TReX市場取引で貨
物が確実に受け取ら
れること

①支払（14日
　　～31日以内）

②請　求

e-TReX

支払い・決済

配送完了確認

貨　物 貨物 ピックアップ

スペース
バイヤー

スペース
セラー

③支払い

e-TReXが確認受領後

（注）スペースバイヤーへ請求する額とスペースセラーに対する支払いには、成約手数料に相当する差額が発生する



Space TraderSpace Trader運営概要運営概要
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ee--TReXTReXの狙いの狙い

公正かつオープン
に輸送価格が経済
原則に基づき変動
する物流サイバー
市場の創設

物流情報の透明化

運送・物流業界の
最適化

公正かつオープン公正かつオープン
に輸送価格が経済に輸送価格が経済
原則に基づき変動原則に基づき変動
する物流サイバーする物流サイバー
市場の創設市場の創設

物流情報の透明化物流情報の透明化

運送・物流業界の運送・物流業界の
最適化最適化

荷主と運送会社の
双方にメリット

輸送効率の向上に
よる渋滞・排ガス
環境問題改善への
貢献

荷主と運送会社の荷主と運送会社の
双方にメリット双方にメリット

輸送効率の向上に輸送効率の向上に
よる渋滞・排ガスよる渋滞・排ガス
環境問題改善への環境問題改善への
貢献貢献
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ee--TReXTReXの特色　－１－の特色　－１－

車単位ではないスペース単位の取引車単位ではないスペース単位の取引車単位ではないスペース単位の取引

　重量貨物と容積貨物の積み合わせによる輸
送スペースの効率化

　重量貨物と容積貨物の積み合わせによる輸　重量貨物と容積貨物の積み合わせによる輸
送スペースの効率化送スペースの効率化

　運賃単価が下がっても運賃収受トンは増加　運賃単価が下がっても運賃収受トンは増加　運賃単価が下がっても運賃収受トンは増加
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ee--TReXTReXの特色　－２－の特色　－２－

運賃決済の代行運賃決済の代行運賃決済の代行

　運送会社に対して運送後14日～3１日の
運賃支払

　運送会社に対して運送後　運送会社に対して運送後1414日～日～33１日の１日の
運賃支払運賃支払

　キャッシュフローの改善、並びに運賃回収
リスクを解消

　キャッシュフローの改善、並びに運賃回収　キャッシュフローの改善、並びに運賃回収
リスクを解消リスクを解消
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Space TraderSpace Traderのしくみのしくみ

オークションによるスペースの売買オークションによるスペースの売買

会員制による品質と秩序の確保会員制による品質と秩序の確保

スペースバイヤー会員スペースバイヤー会員

荷主（倉庫業者等含む）荷主（倉庫業者等含む）

キャリア（実運送事業者）キャリア（実運送事業者）

スペースセラー会員スペースセラー会員

キャリア（実運送事業者）キャリア（実運送事業者）
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Space TraderSpace Traderのしくみのしくみ
スペースバイヤー市場スペースバイヤー市場

インター
ネット

スペースセラーＡ

e-TReX

貨物検索

e-TReX

スペースバイヤーＹ

オークション

条件が合えば応札
輸送業者名開示

eTReX

スペースバイヤーＸ

スペースセラーＢ

e-TReX

スペースセラーＣ

e-TReX

輸送業者受諾成約

○△の貨物があるのですが
ＸＸ円で目的地まで運んで
ください。
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Space TraderSpace Traderのしくみのしくみ
　　　　　　　成約後処理－キャリア　　　　　　　成約後処理－キャリア

成約通知受信・印刷成約通知受信・印刷

荷主への集荷等詳細確認電話荷主への集荷等詳細確認電話

荷送伝票発行荷送伝票発行

Space TraderSpace Traderオーダーナンバーの記入オーダーナンバーの記入

集荷完了入力集荷完了入力

荷送伝票番号荷送伝票番号

集荷時間集荷時間

配達完了入力配達完了入力

配達時間

Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ

Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ

配達時間 Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘ



©e-TReX　　Rev 3.122

Space TraderSpace Traderのしくみのしくみ
　スペースセラー市場　スペースセラー市場

スペースセラーA

e-TReX

インター
ネット

①´△★スペースが
空いています。
ＯＯ円で提供します。
貨物はありませんか

②´貨物検索及び登録

オークション

eTReX

スペースバイヤーX

スペースセラーＢ

e-TReX

応札
荷主名開示

応札
荷主名開示

e-TReX

スペースバイヤーY

輸送受諾成約

輸送受諾成約

①□◇スペースを
ＸＸ円で提供可能です
が貨物はありませんか

スペースセラーＣ

e-TReX

スペースバイヤーZ

e-TReX

①スペース検索
及び登録
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実証実験実証実験

88月（月（Phase1)Phase1)

オークションのシステムフローの検証オークションのシステムフローの検証

成約後の物理的貨物フローの検証成約後の物理的貨物フローの検証

99月（月（Phase2)Phase2)

重量物・容積物積み合せの検証重量物・容積物積み合せの検証

成約要件の検証成約要件の検証

1010月（月（Phase3)Phase3)

ファイナンス／保険関連スキームの検証ファイナンス／保険関連スキームの検証
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